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から数 nm レベルに減少するためであると結論づけた。 
 総括では、本研究で得られた結果をまとめて考察し、本論文の結論と今後の展開について述べた。 
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のサイズの関係を実験的に検証している。その結果、高分子ワイヤーの平均半径を 450 nm から 150 nm 減少させる
と、転移温度が 33℃から－７℃まで減少することを示している。サイズにより転移温度の変化に対して、高分子ワイ
ヤー中にナノスケールの内部構造が存在することを主張している。 
 以上のように、本論文では、２光子造形によるサブミクロン高分子ワイヤーから構成される高分子バネの作製およ
び機械特性の測定手法の開発を行い、２光子造形の加工分解能と機械的特性の関係性および、材料の閉じ込めサイズ
に依存した熱的特性の変化を実験的に検証したものであり、応用物理学、特にナノフォトニクスに寄与するところが
大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
